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交通事故発生状況 

　総件数 
　人身事故 

　　死　者 
（うち高齢者） 

（うち高齢者） 
　　傷　者 
　物損事故 

106件 
14件 

1人 

＋19 
＋2

（6） （＋3） 

（1） （＋1） 
＋1

14人 
92件 

±0 
＋17

件数内訳 平成２２年2月末 前年比 

※高齢者＝65歳以上 

3月の納税 

 
今月の納税はありません 

男 
女 
合　計 
世帯数 

1月末現在 

人 
人 
人 
世帯 

2月末現在 月間増減 
出　生 

－ 
－ 
－ 
－ 

死　亡 転　入 
自然動態  社会動態  

人 
人 
人 
世帯 

人 
人 
人 
世帯 

12,703 
13,878 
26,581 
8,304

8 
9 
17

12,691 
13,847 
26,538 
8,282

12 
31 
43 
22

11 
20 
31

9 
13 
22

18 
33 
51

転　出 

人口の動き 

編
集
後
記 

広
告 

広
告
の
お
申
し
込
み
は 

秘
書
・
広
報
課
ま
で 

　
勝
山
左
義
長
ま
つ
り
が

今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
ず
ま
ず
の
天
候

に
恵
ま
れ
、
約
１１
万
人
の

人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
も
お
囃
子
に
合
わ
せ

て
「
浮
く
」
子
ど
も
た
ち

の
本
当
に
楽
し
そ
う
な
笑

顔
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

こ
の
姿
に
今
回
「
か
つ
や

ま
„
左
義
長
“
大
使
」
に

任
命
さ
れ
た
作
家
の
椎
名

誠
さ
ん
も
魅
き
つ
け
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
。
勝
山
に

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
春
が

や
っ
て
き
ま
す
。 
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「
白
山
道
・
中
ノ
橋
道
」の
道
標

み
ち
し
る
べ

勝
山
本
町
の
北
側
を
右
に
折
れ
て
進
め
ば
、
大

蓮
寺
前
に
出
る
（
県
道
勝
山
停
車
場
線
）。
す
ぐ

先
の
三
叉
路
を
左
に
折
れ
て
進
み
、
主
要
地
方
道

勝
山
・
丸
岡
線
を
横
切
っ
て
進
め
ば
、
浄
願
寺

前
・
谷
屋
前
に
出
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
猿

倉
・
寺
尾
・
栃
神
谷
・
六
呂
師
・
谷
を
経
て
谷
峠

（
海
抜
九
一
四
メ
ー
ト
ル
）
へ
進
む
の
が
、
元
の

「
白
山
道
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
蓮
寺
前
に

国
道
一
五
七
号
線
に
繋
が
る
道
路
が
開
通
し
、
今

は
脇
道
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
元
「
白
山
道
」

を
、
前
田
米
穀
燃
料
店
の
手
前
を
左
に
折
れ
て
そ

の
ま
ま
進
め
ば
、
加
賀
新
保
に
至
る
。
つ
ま
り
、

郡
・
黒
原
を
経
て
中
ノ
橋
を
渡
り
、
竜
谷
か
ら
越

戸
峠
を
越
え
て
、
野
津
又
・
横
倉
集
落
を
経
て
大

日
峠
（
海
抜
一
三
一
九
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
、
加

賀
新
保
・
小
松
に
出
る
「
加
賀
新
保
道
」
で
あ
る
。

こ
の
分
岐
点
に
写
真
の
道
標
が
あ
り
、
明
和
五
年

（
一
七
六
八
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
道
標
の
で
き
る
七
〇
年
程
前
、
元
禄
期

（
一
六
九
一
〜
一
七
〇
三
）
に
描
か
れ
た
勝
山
町

図
に
は
、
こ
の
道
筋
に
家
数
は
少
な
い
が
、
既
に

家
並
が
見
ら
れ
、
谷
道
・
黒
原
道
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
二
つ
の
道
は
時
代
に
よ
っ
て
様
々
な
呼

び
名
が
あ
り
、「
中
ノ
橋
道
」
は
黒
原
道
・
加
賀

新
保
道
・
新
丸
線
・
国
道
四
一
六
号
線
（
滝
波
に

つ
な
が
る
）
と
呼
ば
れ
、「
白
山
道
」
も
谷
道
・

牛
首
道
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

白
山
道
は
白
山
登
頂
へ
の
道
で
あ
る
。
古
代
に

は
、
平
泉
寺
か
ら
白
山
禅
定
道
を
目
指
し
た
が
、

江
戸
期
に
は
、
こ
の
「
白
山
道
」
を
利
用
す
る
の

が
一
般
的
で
、
六
呂
師
・
河こ

う

合ご
う

（
こ
こ
か
ら
小
原

越
え
も
あ
る
）
・
谷
・
牛
首
集
落
か
ら
右
に
折
れ

て
一
之
瀬
を
目
指
し
た
（『
白
山
紀
行
』
・
『
白

山
全
上
記
』
な
ど
）。
牛
首
か
ら
北
へ
そ
の
ま
ま

進
め
ば
、
金
沢
に
到
達
す
る
。
こ
の
白
山
道
（
牛

首
道
）
は
し
ば
し
ば
改
修
さ
れ
、
国
道
昇
格
で
ル

ー
ト
も
小
原
回
り
と
な
り
、
新
谷
ト
ン
ネ
ル
の
開

通
で
便
利
に
な
っ
た
。文

化
財
保
護
員
　
増
田
公
輔

白山道・中ノ橋道の石標（高
さ50㎝・幅25㎝）現在は中
ノ橋道側20mの道脇に立つ

元禄頃の勝山城下絵図部分
（成器西小学校蔵）

黒原道

谷道



まちなかで太鼓と炎の競演 

勝山 
左義長まつり 

地 区 名 
立 川 区 
元町2丁目区 
上 郡 区 
上 後 区 
中 後 区 
上 袋 田 区  
下 後 区 
上 長 渕 区  
下 長 渕 区  
富 田 区 
芳 野 区 
沢 　 　 区  
下 袋 田 区  

第５７回 作りものコンクール 
奨 励 賞  
奨 励 賞  
勝 山 地 区 区 長 会 長 賞  

―――――― 
勝山商工会議所会頭賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  

―――――― 
奨 励 賞  
福 井 新 聞 社 賞  
勝 山 市 長 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  

第２６回 行燈コンクール 
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
勝 山 観 光 協 会 会 長 賞  
勝 山 市 長 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
中 日 新 聞 社 賞  
勝 山 市 議 会 議 長 賞  
奨 励 賞  

第４０回 子どもばやしコンクール 
勝 山 地 区 区 長 会 長 賞  
勝山市連合婦人会長賞  
勝山市子ども会育成連絡協議会長賞 
福 井 テ レ ビ 社 賞  
勝山青年会議所理事長賞 
勝山左義長ばやし保存会長賞 
勝 山 観 光 協 会 長 賞  

―――――― 
勝 山 市 長 賞  

―――――― 
勝山商工会議所会頭賞  
勝 山 市 議 会 議 長 賞  
福 井 新 聞 社 賞  

①一番太鼓を務めた立川区。左義長まつりの始ま

りに、心「浮かれ」ます。 

②櫓を新調した沢区で、餅まきが行われました。 

③子どもばやしコンクールで4年連続の市長賞を

受賞した下長渕区。 

④上長渕区と沢区の櫓に打ち合いが集合。 

⑤暗くなっても、太鼓の音が響き渡ります（下後

区）。 

⑥芳野区の作り物。 

⑦上袋田区の行燈。 
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今
年
の
一
番
太
鼓
（
ふ
れ
太
鼓
）
は
立
川

区
。
午
後
１
時
の
開
始
時
間
に
は
、
左
義
長

ま
つ
り
の
始
ま
り
を
見
よ
う
と
櫓
の
周
り
に

大
勢
の
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

ふ
れ
太
鼓
が
響
き
渡
っ
た
後
、
ま
ち
な
か

の
櫓
の
上
で
は
、「
蝶
よ
花
よ
」
の
軽
快
な

お
囃
子
に
の
っ
て
赤
い
長
襦
袢
を
ま
と
っ
た

大
人
た
ち
が
、
こ
っ
け
い
な
仕
草
で
踊
り
な

が
ら
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
子

ど
も
た
ち
も
、
見
事
な
仕
草
で
「
浮
い
て
」

踊
り
、
見
物
客
か
ら
大
き
な
拍
手
喝
采
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
全
部
で
１２
基
の
櫓
で
浮
か
れ
る
姿

を
写
真
に
収
め
よ
う
と
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
姿

も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

2月27日、28日の両日、奥越に春を呼ぶ

奇祭「勝山左義長まつり」が今年も盛大に行

われました。

前日はかなり雨が降り、当日の天気が心配

されましたが、2日間ともまずまずの天候に

恵まれ、約11万人の人出で賑わいました。

各
地
区
で
趣
向
を
凝
ら
し
た
「
作
り
も
の
」

や
「
行
燈
」
も
ま
つ
り
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
。

世
相
を
絶
妙
に
風
刺
し
た
川
柳
に
、
観
光
客

も
足
を
止
め
て
感
心
し
て
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
作
り
も
の
で
芳
野

区
が
、
行
燈
で
上
袋
田
区
が
、
そ
れ
ぞ
れ

市
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

沢
区
左
義
長
櫓
が
新
調

左
義
長
当
日
の
2
月
２７
日
の
朝
、
新
調

さ
れ
た
沢
区
の
左
義
長
櫓
完
成
式
典
が
行

わ
れ
、
皆
さ
ん
に
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

新
調
さ
れ
た
櫓
は
ヒ
ノ
キ
製
で
、
高
さ

6
・
5
メ
ー
ト
ル
、
幅
5
・
3
メ
ー
ト
ル
、

奥
行
4
メ
ー
ト
ル
。

櫓
新
調
の
費
用
は
約
１
3
0
0
万
円

で
、
こ
の
う
ち
勝
山
市
か
ら
4
0
0
万
円

が
補
助
さ
れ
て
い
ま
す
。

沢
区
区
長
の
久
保
憲
司
さ
ん
は
、
式
典
の

中
で
「
と
て
も
立
派
な
櫓
が
で
き
ま
し
た
。

左
義
長
ま
つ
り
と
と
も
に
、
沢
区
も
末
永
く

発
展
し
て
い
く
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

観光客の目線を釘付け（下袋田区）

1

23

4

5

7

6



笑顔があふれる晴れ舞台 

わたしも主役 

勝山左義長まつり 

4 広報かつやま3月号 No.6645広報かつやま3月号 No.664

マ
ッ
プ
を
手
に

今
年
の
左
義
長
ま
つ
り
で
は
、
市
外
・
県

外
か
ら
の
来
訪
者
が
目
立
ち
、
左
義
長
マ
ッ

プ
を
手
に
各
櫓
を
巡
る
姿
が
例
年
よ
り
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ま
ち
づ
く
り
団
体

の
「
ら
ぶ
勝
」
が
作
成

し
た
も
の
で
、
左
義
長

の
見
ど
こ
ろ
や
マ
ッ
プ

を
手
書
き
で
ま
と
め
て

あ
り
、
青
年
会
議
所
が

作
成
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
マ
ッ
プ
と
と
も

に
、
好
評
を
得
て
い
ま

し
た
。子

ど
も
た
ち
も
主
役

赤
い
長
襦
袢
を
着
た
大
人
た
ち
が
主
役
だ

っ
た
左
義
長
ま
つ
り
も
、
今
で
は
、
子
ど
も

た
ち
も
櫓
に
上
が
り
、
大
人
顔
負
け
の
「
浮

き
」
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
４０
回
の

節
目
を
迎
え
る
子
ど
も
ば
や
し
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
、
本
当
に
う

れ
し
そ
う
で
、
見
て
い
る
側
に
も
元
気
を
与

え
て
く
れ
る
よ
う
で
し
た
。
結
果
は
、
下
長

渕
区
が
4
年
連
続
の
市
長
賞
獲
得
。

子
ど
も
た
ち
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
が
終
わ
っ

て
も
櫓
に
登
っ
て
、
練
習
の
成
果
を
披
露
し

て
い
ま
し
た
。

左
義
長
大
使
に
椎
名

誠
さ
ん

2
月
２７
日
に
、
勝
山
市
は
作
家
の
椎
名

誠
さ
ん
を
「
か
つ
や
ま

”左
義
長
“大
使
」に

委
嘱
し
ま
し
た
。

　
椎
名
さ
ん
は
4
年
前
か
ら
左
義
長
ま
つ
り

に
来
て
い
て
、
雑
誌
な
ど
で
「
日
本
一
の
ま

つ
り
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

左
義
長
ま
つ
り
を
絶
賛
す
る
理
由
と
し
て

「
や
っ
て
い
る
人
が
本
当
に
楽
し
そ
う
で
、

見
て
い
る
人
ま
で
楽
し
く
な
っ
て
、
う
れ
し

く
な
っ
て
心
が
弾
ん
で
く
る
。
雑
誌
の
企
画

で
日
本
全
国
の
い
ろ
ん
な
祭
り
を
見
て
き
ま

し
た
が
、
こ
ん
な
の
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
一
番
寒
い
こ
の
季
節
に
こ
れ
だ

け
の
熱
気
が
あ
る
こ
と
が
ま
た
い
い
。」
と

説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
櫓
の
上
で
演
じ
て
い
る
人
た
ち

の
表
情
が
、
み
ん
な
と
て
も
い
い
の
で
、
ぜ

ひ
写
真
に
収
め
て
帰
り
た
い
。」
と
の
こ
と

で
、
２８
日
夜
の
ド
ン
ド
焼
き
ま
で
精
力
的
に

カ
メ
ラ
を
手
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
全
国
に
勝
山
左
義
長
ま
つ

り
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

三
屋
裕
子
さ
ん
も
浮
い
た
！

勝
山
市
出
身
の
元
五
輪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
の
三
屋
裕
子
さ
ん
が
、
上
郡
地
区
の
櫓
で

「
浮
き
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

今
回
は
三
屋
さ
ん
が
主
宰
す
る
団
体
「
健

康
寺
子
屋
」
の
参
加
者
４０
人
で
左
義
長
も
見

学
に
来
ら
れ
、「
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
櫓
が

家
の
そ
ば
に
あ
り
ま
し
た
。
お
囃
子
を
聞
い

て
懐
か
し
か
っ
た
で
す
。」
と
久
し
ぶ
り
の

櫓
の
上
で
左
義
長
囃
子
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

盛
大
に
ド
ン
ド
焼
き

２８
日
夜
に
は
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
ド
ン

ド
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
明
神
社
か
ら
採
火
さ
れ
た
御
神
火
が
弁

天
河
原
へ
運
ば
れ
る
と
、
並
べ
ら
れ
た
１４
の

御
神
体
に
一
斉
に
火
が
点
け
ら
れ
、
一
瞬
に

し
て
天
を
突
く
よ
う
な
炎
が
舞
い
上
が
り
ま

し
た
。

そ
し
て
、
訪
れ
た
か
た
た
ち
は
、
ド
ン
ド

焼
き
の
火
柱
を
前
に
、
１
年
の
五
穀
豊
穣
を

願
っ
て
い
ま
し
た
。

椎名誠氏に「かつやま“左義長”大使」を委嘱する
山岸市長



農地転用とは?

農業委員会 
だより 

農地の転用には、許可が必要です 農地の転用には、許可が必要です 

農地の転用などの手続きは？ 
　農業委員会でお渡
しする申請書類を提
出してください。 
毎月10日が 
締切です 

　農業委員会
で審議します。  
毎月25日頃に 
開催します 

　県・県農業会
議で審議します。 

　許可通知と看
板を受け取りま
す。 

　許可後速やか
に埋め立てや建
築工事に取りか
かってください。 

締切から許可がおりるまでにはおよそ6週間かかります 

　許可を受けずに無断で転用した場合は、工事の中止や原状回復などの命令がなされる場合があります。 

　また、無断転用をした者は、3年以下の懲役または300万円以下の罰金（法人は1億円以下の罰金）となります。 

平成22年度農作業標準料金が決まりました 

平成22年度農作業標準料金 （　）内は消費税込料金 

※農地が農業振興地域に入っている場合は、事前に農業振興地域除外の手続きが必要になります 

　ただし、除外できない場合がありますので、あらかじめご相談ください 

農地は無断転用できません 

国民年金に加入している農業者の皆さん 
安心で豊かな老後のために!

● 農業に従事する人は、広く加入できます 

● 保険料の額は自由に決められます 

● 80歳までの保証が付いた終身年金です 

● 税制面でも大きなメリットがあります 

● 認定農業者など担い手には保険料の助成があります 

農地転用の許可申請受付は、農業委員会で行っています 

●農地に関する相談・転用についての手続きや疑問 
●無断転用の連絡・相談 

勝山市農業委員会へ 

農業者年金に加入しましょう 農業者年金に加入しましょう 

農地転用許可制度 農地転用許可制度 農地転用許可制度 

農業委員会事務局（188‐8115） 問 

無断転用には厳しい罰則 

　農地転用とは、農地を農地でなくすこと、
すなわち農地に区画形質の変更を加えて住宅
用地や工場用地、道路、山林などの用地に転
換することをいいます。 

一時的な農地転用は?
　農地を一時的な資材置き場、砂利採取場な
どとして利用する場合も転用になり、許可が
必要です。 

みなさんは大丈夫ですか?
　この場合も転用になります。 
無断で行ってはいけません。 

青空駐車場として 
利用する場合 農業用施設を建てる場合 

手続き・相談は 
　　　　農業委員会に 

6 広報かつやま3月号 No.6647広報かつやま3月号 No.664

●農作業標準賃金（1日8時間）
一 般 作 業

8,100（8,505）円～9,100（9,555）円

●農業機械・施設等作業料金（稲作の場合）

●オペレーター標準賃金
オペレーター 補　助　員

1時間 2,250（2,362）円
1日 18,000（18,900）円

1時間 1,638（1,719）円
1日 13,100（13,755）円

●転作の場合 （10アールあたり）
作業区分 大　　　麦

耕　　　起 稲 作 に 準 じ る

3,700（3,885）円

7,700（8,085）円
ー

11,100（11,655）円

大　　　豆

3,700（3,885）円

7,700（8,085）円

10,000（10,500）円

そ　　　ば

3,700（3,885）円

7,700（8,085）円
ー

10,000（10,500）円

備　　　　　考

ロータリートレンチャー
（標準延長200m）

種子代含まず
ロータリーカルチ
コンバイン

うね立て含まず

溝　掘　り

耕起･播種 同時
培　　　土
収　　　穫

※作業の受委託契約を結ぶに当たっては、上記標準料金を目安に圃場の立地条件や整備状況（整備・未整備・
傾斜状況・区画の大小）などについて当事者間で話し合いの上、料金を取り決めてください

作 業 区 分 単　　　位 料　　　　金 備　　　　　　考

ト
ラ
ク
タ
ー

田
植

田
耕
起

ロータリー耕
パワーディスク耕

10アール 6,300 （6,615）円 1回あたり
1回あたり
1回あたり
2回がけ

3,600 （3,780）円

2,000 （2,100）円

6,100 （6,405）円

10アール
10アール
10アール

荒　が　き
代　か　き

施肥を伴う場合（補助員は別途）7,000 （7,350）円10アール側条施肥田植機

防
除 背負式動力散粉機 1回あたり（補助員は別途）360 （378）円10アール

収
穫 自脱型コンバイングレンホッパー付 もみの運搬費は含まず（補助員は別途）15,300（16,065）円10アール

乾
燥 循 環 型 乾 燥 機 1,000 （1,050）円60kg
も
み
す
り
全自動もみすり機 500 （525）円60kg

3,900（4,095）円
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基
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勝
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景
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計
画
策
定
の
中
間
報
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基
本
目
標
・
基
本
方
針
（
案
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〈基本目標・基本方針〉 
豊かな自然、悠久の歴史と伝統文化 
ふるさとの誇り、勝山の美しい原風景を未来に残そう 

霊峰白山を後背に、 

たおやかな稜線が重なる 

山並みの眺望景観を守る 

勝山の景観は市民の誇り、 

未来へ継承する思いを 

共有しよう 

勝山固有の風景に 

美しく調和した 

施設景観を創造する 

四季の移ろいを、 

見て触れて感じることが 

できる自然とともに生きる 

悠久の時の流れが、 

今に語りかける 

歴史と伝統に学ぶ 

暮らしの中に 

伝統文化が息づく 

優美な集落景観を育てる 

　2月24日、市長となんでも語ろう会が「平
成22年度　勝山市の予算」をテーマに、福
祉健康センター「すこやか」で行われました。 
　約150人の市民が参加したなか、はじめに、
山岸市長が平成22年度取り組み予定の新規
事業を中心に、予算概要の説明を行いました。
その後の意見交換会では、参加者から、こ
れからの市政についてさまざまな意見・提
案がありました。 
　市では、これからも市民の皆さんのニー
ズに合わせたテーマで、市長となんでも語
ろう会を開催していきます。 

市長となんでも語ろう会 市長となんでも語ろう会 
平成２２年度 勝山市の予算について 

予算概要を説明する山岸市長 

▲「地域活性化の動向」と題した 
　まちづくり講演会 

▲木村さんを囲んでの座談会 

「
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」
開
催
 

   　
3
月
2
日
、
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
企

画
官
の
木
村
俊
昭
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

「
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」
を
福
祉
健
康
セ

ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
」
で
開
催
し
ま
し
た
。 

木
村
さ
ん
は
、
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
て

い
る
ま
ち
お
こ
し
の
事
例
を
分
か
り
や
す

く
紹
介
し
な
が
ら
、「
ま
ち
お
こ
し
に
は

多
く
の
人
が
関

わ
り
、
地
域
全

体
の
経
済
効
果

を
も
た
ら
す
こ

と
が
重
要
。」

と
、
強
く
訴
え

ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
へ

の
ヒ
ン
ト
を
得

よ
う
と
、
来
場
し
た
約
1
5
0
人
の
市
民

の
皆
さ
ん
は
、
木
村
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
話
ぶ
り
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
翌
3
日
に
は
、「
ま
ち
お
こ
し

の
戦
略
」
と
題
し
て
座
談
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
皆
さ
ん
が
、

商
店
街
の
活
性
化
や
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。 

都
市
政
策
課
　
　
　（
1
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‐
8
1
0
8
） 
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ありがとうございました 
 　“ふるさと納税”などによる 
　　　　　　　たくさんの応援 
60件 1,561万7,700円 
　平成 22 年 2 月末までに、全国各地から、60 件
1,561万7,700円の「ふるさと納税」などによる寄
付金をいただきました。 
　皆様からいただいた寄付金は、平泉寺整備や恐竜関連、
子育て・高齢者などの福祉関連、環境保全、上下水道整
備など、勝山市の各分野の発展のために役立たせていた
だきます。 
　勝山市に対して応援をいただいたかたがたは、次の通
りです。 
　これからも、ふるさと納税などによる応援をよろしく
お願いいたします。 

※寄付受付順 
※県の共同窓口を通じた寄付を含む 
※寄付のお申し込みの際に、お名前の公表を承諾されたか
たのみ掲載 

中　村　嘉　一　様 

橋　本　紀久男　様 

水　沢　芳　夫　様 

江　守　茂　人　様 

勝山中学校第7回卒業生一同 様 

勝山石川県人会　様 

故　斉  藤 　　　様 

浄土真宗本願寺派龍川組　様 

大　谷　雅　敏　様 

河　北　範　夫　様 

小　西　善　博　様 

松　下　一　栄　様 

山　岸　幸　江　様 

木　脇　みのり　様 

笠　松　秀　雄　様 

北陸ワコール縫製㈱　様 

坪　田　直　機　様 

佐　野　幸　男　様 

山　内　　　　　様 

金　森　茂　治　様 

金　森　恵美子　様 

越前信用金庫　様 

山　内　陽　子　様 

塩　谷　弘　毅　様 

山　口　正　孝　様 

金　額（円） ご　　芳　　名 

9,000 

1,000 

2,000 

10,000,000 

50,000 

60,000 

100,000 

50,000 

10,000 

100,000 

50,000 

5,000 

100,000 

30,000 

10,000 

13,700 

1,000,000 

50,000 

20,000 

100,000 

50,000 

340,000 

200,000 

5,000 

150,000

（京都府） 

（静岡県） 

（大阪府） 

（神奈川県） 

（福井県） 

（福井県） 

（福井県） 

（福井県） 

（神奈川県） 

（神奈川県） 

（大阪府） 

（大阪府） 

（東京都） 

（青森県） 

（大阪府） 

（福井県） 

（京都府） 

（東京都） 

（東京都） 

（群馬県） 

（群馬県） 

（福井県） 

（福井県） 

（大阪府） 

（愛知県） 

未来創造課（188‐1115） 問 

勝山市嘱託職員募集 
（介護支援専門員など） 

東山いこいの森 
岩屋オートキャンプ場 
利用申込受付 

募　集 

お知らせ 

　採用を希望されるかたは、市販の履歴書用紙に必要

事項を記入して、下記まで提出してください。 

 

介護支援専門員または保健師・看護師 

募集人員s１人 

年　　齢s64歳以下（平成22年4月1日現在） 

要　　件s「介護支援専門員」の資格を有するかた、

または「保健師」か「看護師」の資格を有

し、その業務経験者 

勤務場所s福祉健康センター「すこやか」 

勤 務 日s毎週月～金曜日 

業務内容s介護保険サービスのケアマネジメント業務

など 

賃　　金s14万5,500円以上／月 

申込期限s3月25日（木）必着 

試 験 日s3月28日（日） 

雇用予定日s4月2日（金） 

そ の 他s要普通免許 

健康長寿課（187‐0900） 申 ・ 問 

利用期日抽選会（両施設とも） 

　と　きs4月1日（木）午前8時30分 

　ところs市役所1階第4会議室（農林政策課横） 

 

東山いこいの森 

 4月１日（木）から、「東山いこいの森」まで直接お

申し込みください。 

利用期間s4月20日（火）～11月20日（土） 

 

 

岩屋オートキャンプ場 

　4月1日（木）～30日（金）は、観光政策課まで。

5月1日（土）以降は、「岩屋オートキャンプ場」ま

で直接お申し込みください。 

利用期間s5月1日（土）～11月10日（水） 

農林政策課（188‐8106） 
東山いこいの森（183‐1347） 

申 ・ 問 

観光政策課（188‐8117） 
岩屋オートキャンプ場（189‐3450） 

申 ・ 問 
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秘
書
・
広
報
課 

　
　（
1

８８
‐
1
1
1
4
） 

問 

勝山市公式ホームページをリニューアル 

より見やすく、より使いやすく 
http://www.city.katsuyama.fukui.jp
　3月1日から市の公式ホームページをリニューアルしました。市民のかたは
もちろん、市外から勝山に行きたいと考えているかたにも、勝山の魅力を感じ
ていただけるような内容となっています。 
主な改正点は、 
・トップ画面を簡素化し、見やすくまとめました 
・必要な情報を7つの目的に分け、検索しやすくしました 
・暮らしのなかで必要となる手続きを、7つの項目にまとめました 
・観光情報だけをまとめた、観光ホームページを開設しました 
・イベントの結果などを発信するブログ（日記）を開設しました 
・バナー広告を募集します 

「目的」で検索できます 

勝山市公式ホームページのトップ画面 

ブログかつやまの画面 

観光ポータルの画面 

「手続き」で検索できます 

市民の皆さんへのお知らせを 
目的別でまとめました 

秘書･広報課（188‐1114） 問 

冊
子
「
歴
史
の
散
歩
道
」 

　
　
　
　
　
　
　 

発
売 

国保 国保 
知
っ
て
も
ら
い
た
い
 

　
　
　
保
険
税
と
給
付
額
の
関
係
 

市
民
課
　
　
　 

　
　（
1

８８
‐
8
1
0
2
） 

問 

8億円 

10億円 

12億円 

14億円 

16億円 

6万件 

7万件 

8万件 

9万件 
勝山市の療養給付費の推移 

件数 
保険者負担額 

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 

高額医療・高額介護 
合算療養費の手続き 

試算例 
自己負担が１割の世帯の場合、16か月間で 

　平成20年4月から、平成21年7月まで

の16か月の間に、後期高齢者医療に加入して

いるかたが、後期高齢者医療と介護保険サービ

スの両方を利用して自己負担金を支払った場合、

その合計額が基準額を超えたときに超えた分が

支給されます。 

　現在、この高額合算療養費の払い戻しとなる

かたには、福井県後期高齢者医療広域連合から、

手続きのお知らせを発送しています。 

　お知らせが届いていないかたも、世帯で後期

高齢者医療と介護サービスの両方を受けたとい

うかたは、市民課までお問い合せください。申

請の手続きをすることで、払い戻しが受けられ

るかどうか調べることができます。 

申請場所s市民課　高齢者医療グループ 

申請に必要なものs 

　①振込口座の通帳 

　②印鑑（認め印可） 

　③後期高齢者医療、介護保険の被保険者証 

市民課（188‐8102） 問 

介護を受けた分 
おじいちゃんが、介護サー 

ビスを利用して、 

毎月37,200円×16か月 

　　　＝595,200円 

を支払った。 

医療を受けた分 
おばあちゃんが、病院に 

入院して、 

毎月44,400円×16か月 

　　　＝710,400円 

を支払った。 

つまり、世帯（2人）で、 

　　1,305,600円　を支払った。 

この場合、申請することにより、基準額（75万円）を超えた 

555,600円（1,305,600円－750,000円） 

が払い戻されることになります。 

※基準額は、世帯の収入によって変わります 

（参考）　介護分37,200円は、１割負担（一般）世帯のかた 

　　　　が、介護サービスを受けた場合の１か月の上限額です。 

　　　　　医療分44,400円は、１割負担（一般）世帯のかた 

　　　　が、医療を受けた場合の１か月の上限額です。 

 

給付額 受診件数 
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国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、「
医
療

分
」「
支
援
分
」「
介
護
分
」
の
3
つ
の
区
分

で
、
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、「
医
療
分
」
と
は
、
医
療
費

の
給
付
額
を
補
う
た
め
に
算
定
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、

国
保
加
入
者
全
員
の
保
険
税

‖

１
年
間
の
保
険
給
付
額

と
な
る
の
が
理
想
で
す
。

※
こ
こ
で
い
う
保
険
給
付
額
と
は
、
被
保
険

者
が
病
院
で
療
養
を
受
け
た
時
に
、
負
担

割
合
に
応
じ
て
支
払
っ
た
残
り
の
額
の
こ

と
で
す
。
3
割
負
担
の
か
た
は
、
残
り
の

7
割
を
保
険
者
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

保
険
税
に
つ
い
て
は
、
過
去
数
年
の
医
療

費
か
ら
当
年
度
の
保
険
給
付
額
を
見
込
み
算

出
し
て
、
保
険
税
率
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
に
あ
る
と
お
り
、
過
去
5
年
間
の
推

移
を
見
て
み
る
と
、
受
診
件
数
、
保
険
者
負

担
額
と
も
に
右
肩
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、

「
保
険
給
付
額
が
増
え
る
と
、

保
険
税
の
増
加
も
や
む
を
得
な
い
」

状
況
で
す
。
多
受
診
・
頻
回
受
診
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

特
定
健
診
に
関
わ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

1
4
2
1
人
の
か
た
に
ご
回
答
い
た
だ
き

ま
し
た
。

特
定
健
診
未
受
診
の
理
由
と
し
て
、「
現

在
治
療
中
だ
か
ら
」
と
の
意
見
が
約
4
割
を

占
め
て
い
ま
し
た
。
特
定
健
診
の
受
診
と
、

医
療
機
関
へ
掛
か
る
こ
と
は
別
の
こ
と
で
す
。

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発

見
、
予
防
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
病
気
が
発
症
、
悪
化
す
る
前
に
特
定
健

診
を
受
診
し
、
早
期
に
解
決
し
ま
し
ょ
う
。

広
報
か
つ
や
ま
の
裏
表
紙
で
連
載
が
続
い

て
い
る
「
歴
史
の
散
歩
道
」
が
、
連
載
1
0

0
回
を
超
え
、
好
評
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、

冊
子
化
し
て
販
売
し
ま
す
。

勝
山
の
歴
史
を
紐
解
く
一
助
と
し
て
、
お

手
元
に
１
冊
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

価
　
格
▼
7
0
0
円

販
売
場
所
▼
秘
書
・
広
報
課
広
報
広
聴
グ
ル

ー
プ
、
市
内
各
公
民
館

購
入
方
法
▼
代
金
引
換
と
な
り
ま
す

規
　
格
▼
Ａ
5
版
横
、
1
0
0
ペ
ー
ジ
、

白
黒
印
刷

そ
の
他
▼
郵
送
を
ご
希
望
の
場
合
は
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
郵
送
料
は
別
途

か
か
り
ま
す
）

冊子「歴史の散歩道」



来 館300万人を突破 
温泉センター「水芭蕉」 

　2 月 14 日、温泉センター「水芭蕉」の来館者が

300万人を突破しました。年間約16万人が訪れる同

センターは、4年前から指定管理者による運営が行われ

ており、市民はも

ちろん、県内外か

ら訪れる観光客に

も利用され、好評

を得ています。 

　300 万人目と

なったのは、兵庫

県宝塚市から来ら

れた元岡智彦さん

（36）、智恵子さ

ん（35）、菜々美

ちゃん（3）のご家

族。初めて利用し

たという元岡さん

は、「300万人目

ということで、び

っくりしました。」

と驚いていました。 

勝 山の経済を活性化させるには？ 
地域経済フォーラム開催 

　福井県立大学主催の「地域経済研究フォーラム in勝山」が2月20日

に福祉健康センター「すこやか」で開催され、「勝山の魅力を活かした経

済活性化とまちづくりの実現」をテーマに、県立大学地域経済研究所の南

保　勝教授が講演を行いました。 

　南保教授は、勝山の経済状況について資料を用いて分かりやすく説明し、

市への観光客の入込数が多いことに注目。恐竜、平泉寺、ゆめおーれ勝山、

ジオパークなどの優良な素材が豊富にあることから、「観光産業へ、行政、

住民、企業、団体が結集して力を注ぐべき。」と提案しました。 

　その後、パネルディスカッションが行われ、勝山商工会議所の荒井会頭、

ゆめおーれ勝山の山本館長、市民団体「らぶ勝」の義野さんがパネラーと

して参加し、勝山の魅力を活かしたまちづくりについて対談しました。そ

れぞれの活動報告に、参加した市民の皆さんも熱心に耳を傾けていました。 

三 屋裕子さんに勝山の応援を 
かつやま“健康スポーツ”大使を委嘱 

　勝山市出身の元五輪バレーボール選手の三屋裕子さんが、勝

山左義長まつりに来勝しました。その際、これからスポーツを

通じて勝山の応援とPRをしていただくために、三屋さんを「か

つやま“健康スポーツ”大使」に委嘱しました。 

　三屋さんは、「市民の皆さんの健康づくりのお手伝いをしたい。」

と、にこやかに抱負を語りました。 

レ ジ袋の削減を目指して 
4月1日から有料化開始 

　2月10日、大野・勝山地区広域行政事務組合におい

て、「マイバッグ等持参推進及びレジ袋削減に関する合

同協定締結式」が執り行われました。 

　今年の4月1日から始まる、レジ袋無料配布中止に

関して、勝山市、大野市、永平寺町がそれぞれの市町内

の事業者と協定を結びました。勝山では、趣旨に賛同し

た6事業者と協定を締結しました。詳しくは、広報か

つやま3月号の折り込みチラシをご覧ください。 

企 業の森で森林整備 
「アボット勝山の森」森林協定を締結 

ロ ゴマークデザイン決定！ 
恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク 

　市内製薬企業アボットジャパン㈱と勝山市、福井県が協力して森林

整備活動を行なう協定の締結式が、2月18日にゆめおーれ勝山で開

かれました。 

　勝山市はスキージャム勝山へ向かう有料道路沿いの市有地を無償で

貸し、「アボット勝山の森」として同社が5年間で約1,800本の広

葉樹の苗木を植樹していく予定です。市では今後この場所を、市民の

憩いの場所として整備していくことを検討しています。 

▲講演する南保教授「勝山の素晴らしい地域資
源を活かした観光産業へ力を。」 

▲熱心に語るパネラーの皆さん 

山岸市長から委嘱書を受ける三屋さん 

協定を締結した2市1町の首長と事業者の皆さんなど 

恐 竜がぞくぞく出現！ 
雪像コンテストで力作多数 

　2月13日、14日の両日、かつやま恐竜の森を会場に、恐

竜雪像コンテストが開催されました。（NPO法人恐竜のまち

勝山応援隊など主催） 

　市内外から計13チームが参加し、ファミリーの部では福井

市の尾　誠彦さん（40）、みのりさん（38）、暉くん（8）の

「HIKARUくんファミリーの親子ティラノ＆恐竜くん達」が最

優秀賞を獲得。暉くんは「とっても冷たかったです。」と話し

ていました。 

思い思いの恐竜を作る参加者 

300万人目となった元岡さんご家族 

左から、吉田県農林水産部長、山崎アボットジャパン㈱勝山営業所長、
山岸市長 

　勝山市が「日本ジオパーク」に認定されたこと

を記念し、ロゴマークデザインを公募したところ、

県内外から、533点の応募がありました。 

　2月18日に審査会が行われ、厳正な審査の結

果、最優秀賞に横山雄樹さん（＝24＝福岡市在

住）の作品が選ばれました。 

　一見、空と雲と太陽のように見えますが、図と

地の関係を反

転すると、雲

は口と歯に、

太陽は目に変

わり、左側を

向いた恐竜の

横顔となりま

す。 

　今後、ジオ

パークのPR

に活用してい

きます。 
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Mountain Mani
a

アメリカの古代文明： 
断崖のくぼみに 
住居を建てたアナサジ族 

勝山市国際交流員　スティーブン・シュローダー  

　アメリカは日本やヨーロッパに比べると、歴史が浅い

とよく言われています。しかし、ヨーロッパ人がアメリ

カ大陸に到達する以前に、独自の文化を築いていた先住

民族（いわゆるネイティブアメリカン）がたくさんいま

した。今回は僕の地元のコロラド州に住んでいたアナサ

ジ族と世界遺産の一つに指定されているアナサジ族の断

崖住居のメサ・ヴェルデを紹介したいと思います。 

　アナサジ族がコロラド州南西端に住み始めたのは7

～8世紀とされています。トウモロコシや綿花を作り、

メキシコとの交易も行っていました。その後、12世紀

末に、メサの断崖に移住したと考えられています。なぜ

わざわざ断崖のくぼみに住むようになったのでしょうか。

強風や敵の攻撃から身を守ることができたからだと言わ

れています。 

　もっとも有名な断崖住居はメサ・ヴェルデです。世界

遺産だけではなく、アメリカで唯一の自然遺産以外の国

立公園です。メサ・ヴェルデはスペイン語で「緑のテー

ブル状の台地」という意味です。そんな緑豊かな台地の

頂上から

真っ逆さ

まに落ち

ていくよ

うな険し

い 断 崖

に、日干

しレンガ

や石で造

られた600におよぶ住居跡が残されています。 

　断崖住居のうち、クリフ・パレス（断崖の宮殿）と

呼ばれるものが最も大きく、当時、数千人が住んでい

ました。4階建て、217室と23のキヴァがあります。

キヴァというのは宗教儀礼を行う円形の礼拝所です。

キヴァの屋根の真ん中には四角い穴が開けられており、

アナサジ族はこの穴からハシゴを使って出入りしてい

ました。 

　アナサジ族は断崖に住み始めてからわずか100年後、

苦労して作った住居を放棄し、忽然と姿を消してしま

いました。なぜここを離れたのか、いまだに明らかに

されていません。干ばつや気候の変動が原因だったと

言われていますが、真相は謎となっています。 

　メサ・ヴェルデはアメリカの歴史上の遺跡としてと

ても貴重な文化遺産です。意外性とともに、若い国と

いわれるアメリカの奥深さを知ることができる僕のふ

るさとの世界遺産です。 

消防車両（防災活動車）の寄贈 
　財団法人 日本消防協会の福祉共済事業により、

共済事業の推進が積極的であることが認められ、

勝山市消防団に車両が交付されました。 

　今後の防災活動に活用していきます。 

  

配置年月日s1月28日（木） 

交付車両s防災活動車１台 

　（日産バネットバン、4WD車、1,800cc） 

勝山大野線・北郷線のダイヤ変更 
　4月1日から、勝山大野線（上り：ＶＩＯ→坂東島）の

平日を増便し、また、北郷線（下り：坂東島→勝山駅）の

時刻の一部を変更します。 

　また、北郷線の一部ルート変更を行います。これにより、

堀名口バス停でも乗降できるようになります。そして、下

森川バス停・JA北郷支所前バス停では、上り下りとも福井

方面の車線での乗降となります。 

消防署（188‐0400） 問 生活環境課（188‐8104） 問 

（勝山駅⇒北郷町方面） 

　勝山大野線 

  ＶＩＯ →   勝山駅 → 社会保険病院 → 坂東島 

変更前　13：00 ⇒ 13：34 ⇒  13：42（止） 

変更後　13：00 ⇒ 13：34 ⇒  13：42 ⇒ 14：02 

 

（北郷町方面⇒勝山駅） 

　北郷線 

 越前竹原駅 →   坂東島 → 社会保険病院 → 勝山駅 

変更前 12：37 ⇒ 12：45 ⇒  13：14 ⇒ 13：23 

変更後 10：10 ⇒ 10：18 ⇒  10：47 ⇒ 10：56 

 ※変更便のみ記載 

3月20日（土）・27日（土） 
4月 3日（土） 

絵本の森－よみきかせ会－ 
PM2:00～ 

4月10日（土） 
おはなしでてこい　 PM2:00～ 

3月20日（土） 
演題：〈告白〉という方法 
　－「破戒」から「人間失格」まで－ 
講師：木村小夜　氏 
　　　（福井県立大学教授） 

文学講演会 PM2:00～ 

4月11日（日） 
アニメ上映会 PM2:00～ 

☆バルーンアートで遊ぼう　 
3月22日（月・休） 

春の子どものつどい AM10:30～ 

☆ 新学期のための準備箱作り　ほか 
3月27日（土） 

春の子どものつどい PM2:30～ 
3月26日（金） 

ブックスタート 
－乳幼児対象絵本の紹介とよみきかせ－ 

AM10:30～ 

一
般
図
書 

こ
ど
も
図
書 

昭
和
の
く
ら
し
が 

　
　
　
わ
か
る
事
典 

早
川
　
典
子
　
監
修 

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所 

図
解
東
洋
医
学
の
し
く
み
と 

　
　
　
治
療
法
が
わ
か
る
本 

丁
　
宗
鉄
　
著 

ナ
ツ
メ
社 

わ
た
し
が
冒
険
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
語
る
な
ら 

三
浦
　
雄
一
郎
　
著
 

ポ
プ
ラ
社
 

ト
コ
ト
ン
や
さ
し
い 

　
　
　
風
力
発
電
の
本 

牛
山
　
泉
　
著 

日
本
工
業
新
聞
社 

ラ
イ
オ
ン
と
で
あ
っ
た
少
女
　 

バ
ー
リ
ー
・
ド
ハ
ー
テ
ィ
　
著 

主
婦
の
友
社 

ち
ょ
っ
と
和
風
の 

　
　
焼
き
菓
子
レ
シ
ピ
　 

稲
田
　
多
佳
子
　
著 

集
英
社 

じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん 

せ
な
　
け
い
こ
　
作
・
絵 

鈴
木
出
版 

Ｎ
の
た
め
に 

湊
　
か
な
え
　
著 

東
京
創
元
社 

ワ
ン
ガ
リ
の
平
和
の
木 

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
　
作 

Ｂ
Ｌ
出
版 

故
郷
の
わ
が
家 

村
田
　
喜
代
子
　
著 

新
潮
社 

勝山市立図書館　188－6000　　ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

大人 の背中で人づくり 
次世代育成のために、今こそ行動を!

相
手
を
思
い
や
る
心
を 

　
　
　
　
大
切
に
す
る 

学
校
教
育
課（
1

８８
‐
8
1
1
2
） 

問 

3月28日（日） 

絵本と手品のつどい 
－K&ピエロ－ PM2:00～ 

「
長
柄
節
」
を
歌
っ
た

庶
民
の
誇
り

勝
山
が
誇
る
民
謡
の
一
つ
と

し
て
「
長
柄
節
」
が
あ
り
ま
す
。

長
柄
と
は
柄
の
長
い
槍
の
こ

と
で
、
小
笠
原
藩
は
参
勤
交
代

な
ど
に
こ
の
長
柄
の
槍
を
使
用

す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
の

で
す
。

そ
れ
は
、
歴
代
の
小
笠
原
公

が
弓
馬
の
術
に
優
れ
、
ま
た
、

礼
法
の
家
柄
と
し
て
幕
府
の
覚
え
め
で
た

く
、
特
に
幕
府
と
血
統
（
清
和
源
氏
の
嫡
流
）

を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
で
、
惣
領
職
と
し

て
十
万
石
の
格
式
を
与
え
ら
れ
た
名
家
で
あ

っ
た
か
ら
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

幕
府
は
、
二
万
三
千
石
弱
の
小
藩
に
対
し

て
十
万
石
以
上
の
格
式
を
与
え
、
藩
の
家
格

に
合
わ
せ
た
九
尺
（
二
・
七
ｍ
）
の
槍
で
は

な
く
、
十
万
石
以
上
の
大
名
が
使
う
十
三
尺

（
約
四
ｍ
弱
、
一
説
に
は
十
二
尺
と
も
）
の

長
柄
の
槍
を
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
た
と
い

う
の
で
す
。

そ
こ
で
、領
民
は
、
藩
主
の
栄
誉
を
讃
え
て

「
長
柄
節
」
を
作
り
、
歌
い
続
け
て
き
た
の

で
す
。（『
小
笠
原
宗
家
・
殿
様
料
理
と
勝
山
見

て
歩
き
（
勝
山
市
・
勝
山
観
光
協
会
）』
参
照
）

小
笠
原
礼
法
の
極
意
と
は

小
笠
原
礼
法
の
極
意
と
は
、

「
相
手
を
大
切
に
思
う
心
を
、
自

然
に
美
し
く
表
現
す
る
」
こ
と
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
人
に

も
通
用
す
る
大
切
な
考
え
方
で

す
。私

た
ち
勝
山
市
民
は
、
こ
の
よ

う
に
小
笠
原
礼
法
ゆ
か
り
の
地
に

住
ん
で
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持

ち
、
殺
伐
と
し
た
経
済
優
先
、
効

率
優
先
の
世
の
中
を
、
心
豊
か
に

生
き
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

自
分
の
周
囲
の
人
や
勝
山
を
訪

れ
た
人
た
ち
に
対
し
て
、
思
い
や

り
の
心
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
を

忘
れ
ず
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
勝
山

が
誇
る
民
謡
「
長
柄
節
」
を
歌
い

継
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
お
わ
り
）

（『
地
域
で
取
り
組
む
こ
と
』
よ
り
）

広報かつやま3月号 No.664 14 広報かつやま3月号 No.66415

小笠原家の元祖
「小笠原長清公」
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交通事故発生状況 

　総件数 
　人身事故 

　　死　者 
（うち高齢者） 

（うち高齢者） 
　　傷　者 
　物損事故 

106件 
14件 

1人 

＋19 
＋2

（6） （＋3） 

（1） （＋1） 
＋1

14人 
92件 

±0 
＋17

件数内訳 平成２２年2月末 前年比 

※高齢者＝65歳以上 

3月の納税 

 
今月の納税はありません 

男 
女 
合　計 
世帯数 

1月末現在 

人 
人 
人 
世帯 

2月末現在 月間増減 
出　生 

－ 
－ 
－ 
－ 

死　亡 転　入 
自然動態  社会動態  

人 
人 
人 
世帯 

人 
人 
人 
世帯 

12,703 
13,878 
26,581 
8,304

8 
9 
17

12,691 
13,847 
26,538 
8,282

12 
31 
43 
22

11 
20 
31

9 
13 
22

18 
33 
51

転　出 

人口の動き 

編
集
後
記 

広
告 

広
告
の
お
申
し
込
み
は 

秘
書
・
広
報
課
ま
で 

　
勝
山
左
義
長
ま
つ
り
が

今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
ず
ま
ず
の
天
候

に
恵
ま
れ
、
約
１１
万
人
の

人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
も
お
囃
子
に
合
わ
せ

て
「
浮
く
」
子
ど
も
た
ち

の
本
当
に
楽
し
そ
う
な
笑

顔
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

こ
の
姿
に
今
回
「
か
つ
や

ま
„
左
義
長
“
大
使
」
に

任
命
さ
れ
た
作
家
の
椎
名

誠
さ
ん
も
魅
き
つ
け
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
。
勝
山
に

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
春
が

や
っ
て
き
ま
す
。 

広報 
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勝山左義長まつり 
農業委員会だより 
新HP紹介 
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「
白
山
道
・
中
ノ
橋
道
」の
道
標

み
ち
し
る
べ

勝
山
本
町
の
北
側
を
右
に
折
れ
て
進
め
ば
、
大

蓮
寺
前
に
出
る
（
県
道
勝
山
停
車
場
線
）。
す
ぐ

先
の
三
叉
路
を
左
に
折
れ
て
進
み
、
主
要
地
方
道

勝
山
・
丸
岡
線
を
横
切
っ
て
進
め
ば
、
浄
願
寺

前
・
谷
屋
前
に
出
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
猿

倉
・
寺
尾
・
栃
神
谷
・
六
呂
師
・
谷
を
経
て
谷
峠

（
海
抜
九
一
四
メ
ー
ト
ル
）
へ
進
む
の
が
、
元
の

「
白
山
道
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
蓮
寺
前
に

国
道
一
五
七
号
線
に
繋
が
る
道
路
が
開
通
し
、
今

は
脇
道
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
元
「
白
山
道
」

を
、
前
田
米
穀
燃
料
店
の
手
前
を
左
に
折
れ
て
そ

の
ま
ま
進
め
ば
、
加
賀
新
保
に
至
る
。
つ
ま
り
、

郡
・
黒
原
を
経
て
中
ノ
橋
を
渡
り
、
竜
谷
か
ら
越

戸
峠
を
越
え
て
、
野
津
又
・
横
倉
集
落
を
経
て
大

日
峠
（
海
抜
一
三
一
九
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
、
加

賀
新
保
・
小
松
に
出
る
「
加
賀
新
保
道
」
で
あ
る
。

こ
の
分
岐
点
に
写
真
の
道
標
が
あ
り
、
明
和
五
年

（
一
七
六
八
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
道
標
の
で
き
る
七
〇
年
程
前
、
元
禄
期

（
一
六
九
一
〜
一
七
〇
三
）
に
描
か
れ
た
勝
山
町

図
に
は
、
こ
の
道
筋
に
家
数
は
少
な
い
が
、
既
に

家
並
が
見
ら
れ
、
谷
道
・
黒
原
道
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
二
つ
の
道
は
時
代
に
よ
っ
て
様
々
な
呼

び
名
が
あ
り
、「
中
ノ
橋
道
」
は
黒
原
道
・
加
賀

新
保
道
・
新
丸
線
・
国
道
四
一
六
号
線
（
滝
波
に

つ
な
が
る
）
と
呼
ば
れ
、「
白
山
道
」
も
谷
道
・

牛
首
道
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

白
山
道
は
白
山
登
頂
へ
の
道
で
あ
る
。
古
代
に

は
、
平
泉
寺
か
ら
白
山
禅
定
道
を
目
指
し
た
が
、

江
戸
期
に
は
、
こ
の
「
白
山
道
」
を
利
用
す
る
の

が
一
般
的
で
、
六
呂
師
・
河こ

う

合ご
う

（
こ
こ
か
ら
小
原

越
え
も
あ
る
）
・
谷
・
牛
首
集
落
か
ら
右
に
折
れ

て
一
之
瀬
を
目
指
し
た
（『
白
山
紀
行
』
・
『
白

山
全
上
記
』
な
ど
）。
牛
首
か
ら
北
へ
そ
の
ま
ま

進
め
ば
、
金
沢
に
到
達
す
る
。
こ
の
白
山
道
（
牛

首
道
）
は
し
ば
し
ば
改
修
さ
れ
、
国
道
昇
格
で
ル

ー
ト
も
小
原
回
り
と
な
り
、
新
谷
ト
ン
ネ
ル
の
開

通
で
便
利
に
な
っ
た
。文

化
財
保
護
員
　
増
田
公
輔

白山道・中ノ橋道の石標（高
さ50㎝・幅25㎝）現在は中
ノ橋道側20mの道脇に立つ

元禄頃の勝山城下絵図部分
（成器西小学校蔵）

黒原道

谷道




